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第３回熊本県議会高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録 

 

平成27年９月29日(火曜日) 

            午前10時０分開議 

            午前11時８分閉会 

                   

本日の会議に付した事件 

 １ 高速交通体系に関する件 

 ２ 熊本都市圏交通に関する件 

 ３ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ４ その他 

                   

出席委員(16人) 

委 員 長 森   浩 二 

        副委員長 山 口   裕 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 岩 下 栄 一 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 内 野 幸 喜 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 緒 方 勇 二 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 楠 本 千 秋 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 髙 島 和 男 

        委  員 大 平 雄 一 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

                   

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 島 崎 征 夫 

交通政策・情報局長 福 島 誠 治 

      地域振興課長 横 井 淳 一 

交通政策課長 藤 井 一 恵 

土木部 

部 長 猿 渡 慶 一 

道路整備課長 宮 部 静 夫 

道路保全課長 高 永 文 法 

都市計画課長 松 永 信 弘 

審議員兼 

鉄道高架推進室長 森   博 昭 

 警察本部 

交通部長 髙 山 広 行 

交通規制課管理官 荒 木 健 司 

                   

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 春 日 潤 一 

     政務調査課主幹 池 田 清 隆 

                   

  午前10時０分開会  

 

○森浩二委員長 ただいまから、第３回高速

交通ネットワーク整備推進特別委員会を開催

いたします。 

 なお、本委員会に５名の傍聴の申し込みが

あっておりますので、これを認めることとい

たします。 

 それでは、島崎企画振興部長に、執行部を

代表しての挨拶及び概要説明をお願いしま

す。 

 

○島崎企画振興部長 企画振興部長の島崎で

ございます。 

 委員会開会に当たりまして、執行部を代表

して、本委員会の付託案件の概要について御

説明申し上げます。 

 第１に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、有明海沿岸道路

「三池港インターチェンジ」連絡路の中心杭

打ち式が９月13日に開催され、さらには９月

15日に、中九州横断道路の熊本市－大津町間
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における３回目の計画段階評価が行われまし

た。このように、それぞれの路線において整

備が進められているところでございます。 

 次に、航空路線の利用促進についてです

が、国内線の４月から８月末までの利用者数

は、対前年度同期比7.5％増の130万人と、新

４カ年戦略に掲げる平成27年度末の目標値で

ある300万人を突破した前年度を上回る水準

で推移しております。 

 なお、10月25日からジェットスター・ジャ

パンの中部線運休等が発表され、これから年

度末にかけての動向に留意するとともに、引

き続き航空会社と連携し、路線振興を図って

まいります。 

 ソウル線につきましては、５月末から韓国

で発生した中東呼吸器症候群（ＭＥＲＳ）に

より、アウトバウンドに影響がありました

が、７月には回復傾向が見られました。 

 台湾線につきましては、10月25日の初便就

航に向けて、台湾との交流づくりなど積極的

に経済界と連携し、準備を進めております。 

 また、香港線につきましては、交渉してお

りました香港航空から、12月14日から週２便

の定期便を就航させるとの連絡があり、定期

便の就航が決定したところです。 

 今後、路線のＰＲ等について、香港航空や

県香港事務所等と連携し、環境整備を図って

まいります。 

 第２に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 阿蘇くまもと空港へのアクセス改善や公共

交通機関の利用促進などを進めながら、交通

ネットワークの強化に取り組んでいきます。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは各課長から説明申し

上げますので、御審議のほど何とぞよろしく

お願いいたします。 

 

○森浩二委員長 それでは、議題(1)執行部

からの事業概要の説明を受け、その後質疑を

受けたいと思います。 

 説明につきましては簡潔にお願いします。

また、着席にてお願いします。 

 では、執行部からの説明をお願いします。 

 

○宮部道路整備課長 道路整備課でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 お手元の資料で、前回、６月の委員会の資

料から変更した箇所のみ簡潔に御説明させて

いただきます。変更部分につきましては、資

料にアンダーラインを引いておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 それでは、Ⅰの高速交通体系に関する件に

つきまして御説明申し上げます。 

 まず、５ページをお願いいたします。 

 九州縦貫自動車道の現状の欄の４つ目の白

丸の城南スマートインターチェンジのところ

でございます。熊本市に確認しましたとこ

ろ、地権者からは用地取得の同意は得られて

いたものの、用地の多くが登記上の地図と実

際の農地面積に誤差があることが判明したた

めに、現地での立ち会いや登記上の地図の修

正等に約１年間時間を要してしまい、平成27

年度の完成が困難となってしまったとのこと

でございます。 

 現在の状況は、用地は98％取得済みでござ

いまして、１人残すのみというふうに聞いて

おります。また、現在は、付帯工事につきま

して着手しているということを聞いておりま

す。 

 熊本市は、スマートインターチェンジの事

業期間の延伸について、現在国と協議中でご

ざいまして、熊本県としましても、熊本市に

対し地区協議会等を通じて技術的助言や情報

提供を行い、引き続き支援してまいります。 

 続きまして、11ページをお願いいたしま

す。 

 中九州横断道路でございます。 

 現状の欄の２つ目の白丸、熊本市－大津町

間のところですが、今月15日に念願であった
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第３回目の九州地方小委員会が開催され、３

つのインターを含むルート帯についての対応

方針（案）が示されました。示されたルート

帯は、大津町と合志市の北部を経由して、九

州縦貫自動車道と接続する北ルート案でござ

いました。 

 今後は、国において、このルート帯に基づ

き、詳細な道路の位置や構造が検討され、そ

の後環境影響評価が行われます。あわせまし

て、都市計画決定の手続に入りますが、これ

らの手続が完了した後、国において新規事業

採択時評価が行われ、事業化されることとな

っております。県としましては、一日も早く

事業に着手できるよう国と連携をとりながら

取り組んでいくとともに、引き続き国に対し

て要望活動を行ってまいりたいと思います。

なお、この内容につきましては、Ⅱの熊本都

市圏交通に関する件の47ページのほうでも記

載しております。 

 続きまして、15ページをお願いいたしま

す。最下段をお願いいたします。 

 今月13日に、「有明海沿岸道路『三池港Ｉ

Ｃ連絡路』中心杭打ち式」が、荒尾市にある

荒尾競馬場跡地で開催されました。式には、

熊本、福岡両県から知事や議長そして県選出

国会議員、県議会議員、沿線自治体の首長ら

約230名が出席されました。お忙しい中御出

席いただきまして、本当にありがとうござい

ました。 

 熊本県内で工事が始まるということは、今

後有明海沿岸道路（Ⅱ期）としても大きな弾

みがつくものと期待しております。しかし、

荒尾でとまることがあってはならず、まずは

長洲町までの早期事業化、そして熊本市まで

の直轄事業の全線整備を引き続き国に求めて

まいります。 

 続きまして、16ページをお願いいたしま

す。 

 各路線の建設促進活動について掲載してお

ります。 

 主な活動内容について抜粋して御説明をい

たします。 

 まず、①の九州中央自動車道についてでご

ざいますが、去る８月28日に熊本、宮崎両県

の促進期成会共催で、建設促進地方大会を宮

崎県の高千穂町で開催されました。熊本、宮

崎両県から約600名の方に参加していただ

き、盛会のうちに終了をいたしました。大変

お世話になりました。 

 次に、②南九州西回り自動車道でございま

すが、去る７月29日～30日に東京において、

国土交通省本省、県選出国会議員の先生方へ

の建設促進の要望活動をいたしております。

 次に、17ページをお願いいたします。 

 中九州横断道路につきましては、７月11日

に菊池市において、菊池地域道路整備推進協

議会の主催のもと、西村国交副大臣を招いて

早期整備推進総決起菊池大会が開催されまし

た。また、８月17日～18日には、３県議連に

より国土交通省へ要望をしていただきまし

た。 

 このような一連の活動を通じて、このたび

の第３回目の計画段階評価にたどりついたも

のと思っております。これもひとえに多くの

県議会の皆様方に熱心な活動をしていただい

たおかげだと思っております。大変お世話に

なりました。 

 次に、熊本天草幹線道路でございますが、

沿線の首長、県議の皆様、経済界など多くの

皆様に、７月13日に九地整、そして翌14日に

国交省の本省及び県選出国会議員の先生方へ

要望を行いました。 

 18ページをお願いいたします。 

 有明海沿岸道路（Ⅱ期）につきましては、

荒尾・玉名地域整備推進期成会と県議の皆様

とともに、７月７日から９日にかけて国交省

及び県選出国会議員の先生方へ要望を行いま

した。 

 そのほか、さまざまな機会を捉えて要望活

動を行っております。これからも委員皆様の
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お力をおかりしまして、来年度の予算獲得そ

して各路線の早期整備に向けて、精力的に要

望活動を行ってまいりたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 また、新たな取り組みといたしまして、イ

ンフラ整備によるストック効果を幅広く県民

にお知らせするために、さまざまなＰＲ活動

を行っております。 

 ⑥のその他国等への要望等のところに下に

記載しておりますが、まず第１弾として、来

年天草五橋が開通50周年を迎えるということ

から、現在仮設しております新天門橋がよく

見える三角の西港の龍驤館というところで、

９月３日からパネル展を開催しております。

世界文化遺産登録を受けた三角西港での展示

ということもあり、多くの観光客に今見てい

ただいているところでございます。 

 また、県庁におきましても、新館のロビー

で、10月１日から15日まで、ストック効果の

パネル展を予定しております。加えて、各地

域振興局やゆめタウン光の森においても展示

を予定しております。 

 さらに、明日ですが、30日の熊日新聞の紙

面において道路事業の広報を行います。ぜひ

お目を通していただければ幸いでございま

す。 

 このように今後さまざまな機会を捉えて、

道路整備の必要性を訴えていきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 以上で道路整備課からの説明を終わりま

す。 

 

○藤井交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 20ページをお開きください。 

 航空路線の利用促進についてのところの国

内線の振興について、現状、全般のところを

申し上げます。 

 阿蘇くまもと空港では、９月１日現在、８

路線42便が就航しております。アンダーライ

ンでございますが、このうち天草エアライ

ン、熊本－天草線と熊本－伊丹線の２便につ

いては、新機材ＡＴＲによるパイロットの実

機訓練を実施するため、８月24日から１月下

旬まで一時的に運休となっております。 

 また、10月25日の冬ダイヤから、ジェット

スター・ジャパンの中部線の運休などやＪＡ

Ｌの東京－羽田線の減便により、８路線39便

となる予定でございます。 

 平成27年４月からの国内線旅客数は、８月

末現在で、対前年同期比7.5％増の130万人と

なっています。 

 個々の動きに少し触れさせていただきま

す。 

 東京線、平成27年４月から８月の利用者数

の91万人で、対前年同期比106％となり、平

成26年10月26日から、ジェットスター・ジャ

パンが成田線を運航開始したことにより利用

者増となりました。 

  なお、ＪＡＬは、昨年10月から、羽田空港

における日本－中国の国際線の発着枠を暫定

的に利用し、羽田便を１便増便していました

が、中国線の需要回復を受け、当該発着枠を

冬ダイヤから中国線として利用することとな

ったため、10月からの当便を減便することと

なりました。 

 大阪線の平成27年４月から８月の利用者数

は23万人で、対前年同期比118％となってお

ります。また、名古屋線利用者数は12万人

で、対前年同期比111％となり、ジェットス

ター・ジャパンが関西線と中部線の運航を開

始したことで利用者増となっております。 

 なお、ジェットスター・ジャパンは、先ほ

ど申し上げましたとおり、同社の収支改善に

向けた路線ネットワーク全体の再構築の中

で、冬ダイヤ、10月からの中部線の運休、関

西線が１便減便される予定でございます。 

 21ページをお願いいたします。 

 参考－２は、阿蘇くまもと空港の定期便就

航状況を示しております。先ほど申し上げま



第３回 熊本県議会 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（平成27年９月29日) 

 - 5 - 

した※印のところが、天草エアラインの運休

の状況でございます。 

 22ページをお開きください。 

 参考－３は、阿蘇くまもと空港の就航路線

の推移です。一番右になりますが、冬ダイヤ

のところで42便から39便になるということを

示しております。 

 23ページでございます。阿蘇くまもと空港

の国内線路線別旅客数を示しております。旅

客数、利用率の変化を示しております。 

 24ページをお開きください。 

 今後の取り組み、国際線の振興についてで

ございます。 

 現状。ソウル線につきまして、25ページ、

１つ目のアンダーラインのところです。先ほ

ど部長も申し上げましたが、本年５月末から

韓国において広がったＭＥＲＳにより、イン

バウンドはほとんど影響ありませんでした

が、アウトバウンドは予約の取り消しなど大

きな影響がありました。しかしながら、７月

には回復傾向が見られます。 

 台湾線につきまして、皆様のおかげにより

まして定期便化が決定しました。10月25日の

初便就航に向けて準備を進めております。 

 また、経済、工業団体等が開催するセミナ

ー等に参加し、台湾高雄市等の情報提供を行

い、台湾との交流づくりに向けた取り組みを

積極的に行っております。 

 詳細を御説明しますので、別添資料をごら

ん願います。 

 ２枚紙だと思いますが、「台湾高雄等との

経済交流等について」というペーパーでござ

います。 

 ６月議会以降の主な動きについて御説明申

し上げます。 

 まず、経済交流等につきまして、熊本県工

業連合会等におきまして、８月18日、台湾セ

ミナーの開催、ジェトロと共同の主催でござ

いますが、台湾から台湾の全国組織でござい

ます台湾電子設備協会、その常務理事が参加

されております。 

 また、９月２日、セミコン台湾ヘの出展。 

 ９月４日、私も参加しましたが、グローバ

ル企業立地セミナーということで、本県のＰ

Ｒとともに企業誘致活動を実施しておりま

す。 

 また、その際、熊本県工業連合会と台湾電

子設備協会の間で交流協定を締結されており

ます。協定項目といたしましては、人的交

流、ものづくり関連の受発注情報の提供、技

術交流及び業務連携への支援でございます。 

 (2)熊本商工会議所等でございます。 

 本日９月29日13時半から、台湾経済セミナ

ーが開催予定でございます。台湾への輸出実

績のある企業による事例報告等が予定されて

おります。 

 また、11月３日、高雄食品見本市への出展

予定もございます。 

 次のページをごらんください。 

 ８月～９月にかけまして、東京エレクトロ

ン、ＪＮＣ、プレシードなど、既に台湾と取

引のある誘致企業等を訪問し、ビジネスによ

る交流状況を調査するとともに、熊本－高雄

線の活用に向け情報提供を積極的に行ってお

ります。 

 その他、９月14日、例えば阿蘇地域の商店

街が高雄市の旅行社へ、みずから来ていただ

けるように、ＰＲ活動が行われました。 

 また、８月31日、宇城市の蘭の栽培農家

が、蘭を通じた交流を広げる動きを始めてお

ります。 

 市町村動向等です。 

 大津町民生委員児童委員約50名が、高雄市

福祉部門等を訪問する視察研修が行われてお

ります。また、９月１日から、農業委員会も

視察研修を行われました。 

 (2)八代市でございます。八代市は８月10

日、八代市と台湾基隆港務株式会社において

友好交流確認書の締結が行われております。 

 次のページをごらんください。 
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 山鹿市でございます。８月24日から台北市

と高雄市で開催された旅行商談会に参加され

ました。 

 11月ごろには、市議会による高雄市等の表

敬訪問も予定されております。 

 また、(4)でございます。町村議長会にお

かれましても、11月に高雄市視察研修を予定

されております。 

 青少年交流でございますが、８月７日から

グローバルジュニアドリーム事業として、県

内の小中学生25名が、台北市、高雄市を訪問

し、現地との交流を深めております。 

 その他、県内の交通事業者である熊本電鉄

や九州産交グループが、みずから台湾の旅行

社を訪問し、積極的に観光客誘致のための取

り組みを行われております。 

  最近の動きを簡単に御説明申し上げました

が、今後も経済分野などさらに交流が活発化

するよう積極的に取り組んでまいります。 

 それでは、資料を戻っていただいて、25ペ

ージにお戻りください。香港線のところでご

ざいます。 

 香港線につきましては、香港の大手旅行会

社から熊本への送客についてぜひ協力したい

との申し出があり、航空会社との協議を重ね

るなど環境整備を進めておりましたところ、

９月９日に交渉していた香港航空から、12月

14日から週２便の定期便を就航させるとの連

絡があり、定期便の就航が決定いたしまし

た。 

 27ページをお願いいたします。 

 参考－２でございます。熊本－ソウル線の

月別利用状況です。 

 一番上の行が利用実績、２行目が対前年同

期比、３行目が通常利用率、一番下の行が14

0人乗り換算の数値を記載しています。前回

も御説明しましたが、飛行機の利用頻度に応

じて航空会社が使う機材が変わることから、

利用率を単純にするということで、ソウル線

の場合は、通常の機材である140人乗りの機

材を固定して計算しております。 

 一番右側の欄をごらんください。７月以

降、ＭＥＲＳの影響からの回復が見られ、平

成27年度４月から８月までの利用実績は１万

4,089人、対前年比118.7％となっておりま

す。利用率は61.5％ですが、140人乗りに換

算しますと78.6％となります。 

 参考－３、チャーター便就航実績でござい

ます。全てが台湾便でございます。対前年同

期比232.7％となっています。利用者数は１

万3,058人となり、対前年同期比195.8％で

す。 

 28ページをお開きください。 

 今後の取り組みについてです。 

 香港線については、12月14日からの定期便

就航が決定されたことから、香港航空や香港

及び県内の旅行社、今月開所しました香港事

務所等と連携し、路線ＰＲを積極的に行って

まいります。 

 29ページをお願いいたします。 

 航空物流機能の強化についてです。 

 参考－１、阿蘇くまもと空港の貨物取扱状

況についてですが、取扱量は毎月ほぼ横ばい

で推移しており、昨年度と同様の動きとなっ

ております。 

 飛びまして、34ページをお開きいただきま

すでしょうか。 

 阿蘇くまもと空港の施設整備及び活性化に

向けた取り組み等について、今後の取り組み

でございます。 

 本年10月25日から台湾高雄線の定期便化に

合わせ、国際線ターミナルビルへの航空会社

共用のチェックインシステムや外貨両替機の

導入が進められております。 

 40ページをお開きください。 

 都市圏公共交通ネットワークの整備の中

の、阿蘇くまもと空港へのアクセスの改善の

ところでございます。 

 ＪＲ豊肥本線を活用した空港ライナーの試

験運行を行っておりますが、１日45便の運航
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だったものを、４月１日から１日54便の運航

に変更し、利便性向上を図っております。運

航開始から本年８月末までの延べ利用者数は

25万287人となりました。本年度４月から８

月までの利用者数は３万8,224人であり、１

日当たりの利用者数は238人となっておりま

す。 

 42ページをお願いいたします。 

 公共交通機関利用促進策、乗り継ぎ円滑化

のところでございます。 

 平成27年４月に、県内のバスや電鉄電車

に、「熊本地域振興ＩＣカード」、通称「く

まモンのＩＣカード」が導入されましたが、

本年８月から同カードが熊本市電においても

利用可能となりました。 

 交通政策課からは以上でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 

○森鉄道高架推進室長 鉄道高架推進室で

す。 

 44ページをごらん願います。 

 ＪＲ鹿児島本線等連続立体交差事業につい

て御説明いたします。 

 45ページをごらん願います。 

 まず、田崎迂回路については、高架橋工事

に伴い８月23日に、仮踏切のある平面道路へ

交通を切りかえております。 

 次に、段山陸橋につきましても復元整備を

完了し、９月13日に、仮設の平面道路から陸

橋へ交通を切りかえております。 

 今後も、この交通切りかえに伴います交通

状況の把握に努めまして、適宜対応をしてま

いりたいと思っております。 

 鉄道高架推進室の説明は以上です。よろし

くお願いいたします。 

 

○森浩二委員長 以上で執行部からの説明が

終わりましたので、質疑に入りたいと思いま

す。何かありませんか。 

 

○髙木健次委員 11ページでも17ページでも

いいんですけれども、中九州横断道路につい

てお伺いいたします。 

 この件は先般の一般質問でも質問をさせて

いただきましたけれども、いわゆる中九州高

規格道路、これが先月の９月の15日に計画段

階評価が終了し、北ルートの選定をしたとい

うことで、これは非常に知事初め執行部の皆

さん、県議会のこれまでの運動が功を奏した

というんですか、実ったということで大変喜

んでおります。 

 ただ、このルートは、皆さん御承知のとお

り、私の地元の合志市を東西に横断する、地

元にとりましても何といいますか、大きない

ろいろな環境を変えるルートではないのかな

というふうに心配する面もあります。 

 そしてこの中には、インターチェンジを合

志管内に２カ所つくるということであります

ので、非常に環境が著しく変化するのかなと

いう感じもしますが、これから早期実現に向

けていろいろな調査、あるいはアセスメント

等の事業が待っているというふうに思ってお

りますけれども、そこは今言ったように心配

する点もありますので、その辺の調査あるい

はアセスですね、これはやっぱり国・県・地

元の市としっかりと協議をして進めていかな

ければ、非常に難しい問題も出てくるのかな

という感じがいたします。 

 ちょっと質問でも申し上げましたけれど

も、北熊本スマートインターチェンジがおく

れているということで、溝上委員長の発言も

ありましたけれども、これはスマートインタ

ーはスマートインター、中九州は中九州とい

うすみ分けをきちんとやっていかないと、そ

れを混同すると非常に大きな問題に発展をし

ます。 

 この辺の県が考えている何といいますか取

り組み、それと――一応そちらのほうからお

聞きをしたいと思います、土木部長。そんな

ら宮部課長に。                           
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○宮部道路整備課長 まず、中九州の横断道

路につきましての今後の取り組みにつきまし

ては、この間ルート帯が示されました。その

ルート帯を受けまして、まず今から――事業

主体は国土交通省になりますので、国土交通

省が、ルート帯という２年で１キロぐらいの

幅で図面が示されております、その中からル

ートを今から決定していくんですが、その中

ではやはり具体的な地形等を見ながらルート

設定をしていく。その中の一つとして、先ほ

ど委員がおっしゃられました環境影響評価等

をやっていくというふうになると思います。 

 環境影響評価をするに当たっては、動植物

それと文化財等々、いろんなそこの地域にあ

るものをしっかりと見まして、それをできれ

ば回避していく、できなければそれをうまく

活用していくというか、保存していくという

ような格好で、いろんな配慮をしながらやっ

ていかれるというふうに思っております。 

 それとあわせて、今回がこのルートにつき

ましては４車線の20キロ以上ということにな

りますので、都市計画決定も絡んでまいりま

す。そういうもろもろの手続を国が主体とな

ってやってはいかれるんですが、その中では

当然、都市計画決定というのは県決定でござ

いますので、県のほうも一緒になってやって

いくということになると思います。 

 本会議の答弁でも部長のほうが申し上げた

とおり、国と緊密な連携をとりながら、積極

的に県のほうも関与しながら全力で取り組ん

でいきたいというふうに思っております。 

 また、スマートインターにつきましては、

熊本市のほうが国と協議をしながら現在取り

組んでおられます。そこにつきましては、ま

だ我々の中で、今後どのような取り組みをさ

れるかということについては、今鋭意協議中

ということで、まだ示されておりませんの

で、我々としてもそれを聞きながら検討し

て、できることはやっていきたいというふう

に考えております。 

 以上でございます。 

 

○髙木健次委員 いろいろ環境等については

国と県・市、地元の市町村あたりとしっかり

と協議を進めていくというふうな話でありま

したけれども、本当にこれは大事な問題では

ないかなと思います。 

 それと、スマートインターチェンジです

ね、これは県のほうも協議会の一員として入

っとるわけですから、やっぱりスマートイン

ターはスマートインター、この中九州横断道

路は中九州横断道路としての区別をした方法

を、きちんと熊本市のほうにも進言をしてほ

しいというふうに思います。 

 いろいろと協議を進めてしっかりとやって

いくということですので安心はしております

けれども、それは何回も申し上げますけれど

も、しっかりとお願いをして取り組みをして

いただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

 

○森浩二委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○増永慎一郎委員 28ページ、高雄線の定期

便化についてちょっとお伺いをいたします。 

 10月の25日から定期便になるわけでござい

ますけど、今定期チャーターということで県

も一生懸命頑張って、きちんと乗員も向こう

に送らなければいけないと、そういう意味で

すね、これも一生懸命頑張らなければいけな

いということで、助成等もしながらやられて

いるわけでございますけど、25日からは定期

便になるということで、旅行会社あたりもど

こでも参入できて、いろんな旅行プランとか

もできるという話を聞きました。ただ、そう

いうことになって、値段が少し今よりも上が

ってくるんではないかという話がございま

す。 
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 １点目は、そのことについてどう思われる

か。 

 また、もう一つは、助成等はそのまま続け

ていかれるのか。 

 以上２点、ちょっとお聞きしたいと思いま

すけれども。 

 

○小金丸政策監 今御指摘いただいた件につ

いてお答えいたします。 

 まず、１点目の価格の面ですが、価格につ

きましては現在、チャイナエアライン本社と

今やりとりをしている最中で、まだ正式には

発表をされておりません。しかしながら、私

どものほうからは航空会社に対しまして、い

わゆる低廉な料金で県民が使いやすいよう

に、また海外のお客さんも熊本にどんどん来

れるように、そういった料金体系になるよう

に現在要望を続けております。 

 あわせまして、熊本－高雄線が10月25日か

ら就航ですが、同時に10月26日から高雄－福

岡線も就航することになっております。これ

はチャイナエアラインのほうが、実は熊本と

福岡の回遊性をさらに高めるためにというこ

とで、熊本には飛ばない別の日を福岡に飛ば

すということになっております。 

 それで、今度は週３日しか熊本からは出て

おりませんが、例えば熊本から高雄に出発し

て、熊本には飛んでいない日に帰ってきたい

という場合には、高雄－福岡を使うことも考

えると。逆に、外国人の場合も同様というこ

とで、そういった往復の適用を会社のほうで

考えられておられますので、その料金につき

ましては、一応航空会社のほうから往復割引

の適用になるような話もいただいているとこ

ろですので、さらに使いやすいような利用も

含めていきたいと思っております。 

 ２点目のお尋ねでございますが、利用促進

に関しましては、これまでも定期チャーター

で皆様に御利用いただけたような利用促進

策、例えば６名以上の団体につきましてはお

１人当たり5,000円の助成をするとか、ある

いは阿蘇くまもと空港を利用いただいた場合

には駐車場の支援をするとか、そういった部

分については引き続き早期に検討いたしまし

て、適用していきたいというふうに考えてお

ります。 

 

○増永慎一郎委員 せっかく定期便になった

わけでございますので、それぞれ執行部の皆

さん方も御苦労されていると思いますので、

ぜひこれはずっと続くようにお願いをしたい

と思います。 

 もう一つは、団体６人からの5,000円の助

成というのは、その６人はどういうところか

ら出ているのか、ちょっとお聞きしていいで

すか。 

 

○小金丸政策監 お答えします。 

 明確な基準というのは正直ないところでご

ざいますが、やはりどちらかといいますと、

２名ですと、ある程度よく行かれるパターン

になっているかと思います。あと、いわゆる

企業で社員の方が御利用いただくとか、そう

いったものを想定すると、やはり６名以上が

適当ではないかということで、これまでもア

シアナ線で６名を長年、10年以上適用してき

たものですから、高雄線も同様の基準で適用

させていただいているところでございます。 

 

○増永慎一郎委員 実は家族で、例えば大

人・夫婦２人と子供２人で行くときには４人

じゃないですか。それで、６人引っかかると

いうことは余りないんですよ。何というか、

今盛んに子供に、安価で近い外国を知ってほ

しいということで、韓国がああいう情勢です

ので、高雄便あたりを利用したいという話が

あります。ですから、何か家族あたりにも、

子供は割引があるかもしれませんけど、そう

いった配慮もせっかくなら――その６人とい

う基準が何かわからなかったもんで、せっか
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くならそういうふうな形で何かいい方法を検

討していただき、これは要望ですけど、そう

いうふうにお願いをして終わりたいと思いま

す。 

 

○森浩二委員長 いいですか。 

 

○山本秀久委員 私は、南九州西回り高速道

は済んでいるけれども、その済んだことに対

してのまた繰り返しはちょっと、今後の参考

になるためにも発言したいと思います。 

 私は、この西回り高速道は、ちょうど50年

当選以来ずっと私は、西回り高速道の必要性

は、これは九州の幹線道路だから、必ずこれ

は実現するように、ということを言った。そ

れから31年かかった中に、何十年先のことを

言われても答弁のしようがないまで言うた、

そのときは、県の第１回目は。 

 質問されても答弁しませんと。何を言っと

るか、必要だから言うんだから、答弁したく

なきゃするなということを、私は発言はする

ということを言ったら、その当時の県知事

が、要望事項としてやってくださいと、いき

さつから今度は西回り高速道というのは、芦

北の県会議員だから言うのではないんだと。

九州の大動脈としての西回り高速道というの

は大変重要な役目を果たすんだから、そうい

うことを考えてやってくれよということを言

って、31年かかってにせものが来たんだ。 

 ４車線を持ってこいと言っていたけど、２

車線しか来なかった。それはなぜかという

と、八代まで来て、４車線来て、八代から九

州の大動脈なんだから４車線を鹿児島まで引

くのが普通じゃないのかな。そういう要望事

項の活動の仕方が、いろいろ今聞いている

と、要望活動事項がたくさんあるわけだ。そ

ういうときに県の立場というのは何をやって

いたか。 

 芦北の県会議員だから言うんじゃないと。

九州の大動脈としてこれは必要だということ

を考えてやったらどうなる。今入っている、

八代から芦北に入っている道路が、あれが芦

北から、水俣から、どっちからでもいいから

人吉のほうに抜けるやつじゃないのかと、そ

ういうことを考えたことはあるかということ

を言ったわけだ。 

 それはなぜかと。今までずっと見てみる

と、ほとんど要望事項活動が多いわけ、市町

村、県が、国土庁に対して。そういうことを

うまくよく考えて、今後の道路の整備とか、

いろんな問題に対して真剣に取り組まぬと、

そういう格好になってしまうんだよ。 

 鹿児島なんか、熊本がまだ延びてこないう

ちに、部分部分の重要なところは仮設ででき

上がっているわけだ。鹿児島見てこいと言っ

たんだ。難問題のあるところ４車線とか、そ

ういうところの立体交差のところは全部でき

上がっているわけだ。来たらさっとできるよ

うにしているわけ。それが熊本県はなぜ、ず

るずるずるずる下ってくるのを待っているよ

うな状態なんだ。 

 そのことを私は言いたいわけだ。これだけ

まだいろいろな問題が残っているんだから、

それを参考として今後熊本県の道路事情いろ

んな面に考えていかぬと、熊本の発展性は期

せない。言い出してから31年かかったんだ

よ。 

 あれ通ってみてわかったかな。八代から人

吉のあの道路通った人はわかるだろう。あれ

だけの金を何でかけるか。橋梁とトンネルだ

けだよ。道路というのは橋梁とトンネルだけ

だよ、一番金がかかるんだ。その無駄な金を

なぜ使うかということだ。それに言っておき

たい、参考までに言っておくことを、頭にお

いて今後の道路事情は考えてください。 

 以上です。 

 

○猿渡土木部長 済みません。おっしゃられ

るとおり、南九州西回り自動車道につきまし

ては、人吉に向かう道路に比べて大変おくれ
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ております。これは本当に申しわけないとい

うふうに思っております。 

 まずは、早く鹿児島まで南九州西回り自動

車道を通すということが大変大事だというふ

うに思っておりまして、確かに４車線必要で

あります。これは大動脈でありますので、４

車線必要であることは十分に理解をしておる

わけですけれども、まず通すことということ

でありまして、現在やっと、やっと芦北まで

つながっている、そして今年度中には津奈木

までがつながると、そして30年度までには水

俣までがつながるというようなことで、順

次、一生懸命、まず早くつながるということ

を目指して頑張っていっております。 

 もちろん、４車線で当然必要になりますの

で、そこはあわせて要望していきたいと思い

ますので、今後とも御支援のほうをよろしく

お願いいたします。 

 

○山本秀久委員 今部長がそう言っていただ

くことはありがたいけどね、これは本当に九

州の大動脈という観念性がなぜ欠けたかと、

おれは。４車線がこうなっているなら、鹿児

島は通じているんだよ、本当は。 

 あの無駄な橋梁とトンネルの道路つくるよ

うな金があるんなら、無駄な金があれだけ、

それで今までの制度の裏があったんだ。あら

利権と思うんだ。利権道路としか考えてない

んだよ、二千何百億もつけて。そのときだっ

たら熊本の副都心がないだろう。 

 もう一つつけ加えとくと、熊本は九州の中

心でありながら、副都心を持たないんだ。だ

から、八代20万都市にせいて、そういう道路

の必要性もあるから、そういう西回り高速道

の整備というのは急いでやれと言ったのが、

31年かかったんだよ。そしてにせものが来た

んだ。そういうこと自体が、今から先これだ

けしていると要望活動が多い、要件が多いん

だよ。だから、そういう二の舞をせぬように

今後進めてください。 

 それだけを参考に言っておきます。 

 

○森浩二委員長 いいですか。ほかに質疑は

ありませんか。 

 

○猿渡土木部長 今おっしゃられたことにつ

きまして、十分に腹に据えまして、しっかり

と要望していきたいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

○山本秀久委員 よろしく頼みます。 

 

○池田和貴委員 今の山本委員の発言に関連

してなんですけど、今山本委員がおっしゃら

れたように、将来を見据えた形でやっていく

ことは非常に大切なことだというふうに思い

ます。そういった意味では、今後のいわゆる

国全体の建設事業の発注状況も考えた上で、

多分、新設のものというのはどんどん予算が

減っていって維持補修に流れていく、その中

でどうやって要望をしているのを早く進めて

いくかということは、私、知恵を絞る必要が

あるんだと思うんです。 

 そういった意味で、もちろんこういった事

業を進めるに当たっては、お金の問題と、あ

と工事をする箇所の用地が買えてないと、例

えば急な経済対策に対応できないような状況

があるので、今は用地の先行取得等は、前の

基金があったものがなくなってやりづらいよ

うな状況になっていますけど、そこを今後考

えていかないと、あのとき用地が、今の国の

予算で用地を買っていくようだと、あのとき

用地を買えなかったから事業ができなかった

という話になってしまうので、その辺を私は

検討する必要があると思うんですけど、その

辺はどうお考えになられていますでしょう

か。 

 

○宮部道路整備課長 今池田委員がおっしゃ

いました用地を先行して買っていくというこ
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とですが、用地を買っていく上で先行取得

で、国の予算を先に起債でいただいて買って

いくという、用地の国債といわれるものを一

種の手法としてございます。また、今申し上

げられた県が先行して、国の事業に入ってい

く前に県が独自で用地を買っていくというふ

うなことも、手法としてあったかと思いま

す。 

 ただ、当時これが頻繁に使われた時期とい

うのは、やはり土地代がどんどんどんどん右

肩上がりをしている状況の中で、先行してお

いたほうが、土地の物価上昇に比べて買っと

ったほうがいいという判断のもとに出てきた

ものかなと、当時の経緯を調べてみますと、

そういうふうな状況でございます。 

 ただ、現在はなかなか、先ほど話したかと

思いますが、用地については今右肩上がりに

なっているところもあるかもしれませんが、

まだもとのくらいにはまだまだというところ

もございますので、そこにつきましては制度

のことも含めて、もう少し我々のほうで勉強

させていただければというふうに思っており

ます。 

 委員がおっしゃられたとおり、ただ要望だ

けではなくて、それは全国どこでもやってい

ますので、だったら我々がどうやったら知恵

を出して他県と違うやり方、もしくはこの道

路をつくることによってどれだけのメリット

があるか、言えば、ストック効果という言葉

をよく使わせていただきますが、そのストッ

ク効果といわれるものをしっかりと国のほう

にも説明をさせていただきながら、その利便

性といいますか、それを訴えていきたいとい

うふうに思っています。 

 以上でございます。 

 

○池田和貴委員 わかりました。ぜひ頑張っ

ていただきたいというふうに思います。 

 ただ１点、用地に関していうと、今高齢化

といわれていますけど――人口減少ですね、

ということは、お亡くなりになられる方もふ

えてくるということだと思うんです。きちん

とそこで相続が発生すると、土地の取得とい

うのは非常に煩雑になってくるんですね。一

見、土地の価格自体はもしかしたら余り変わ

らぬとか、ちょっと下がっているかもしれな

いけど、事務コストというのは、多分それに

合わせてふえていく可能性もあるので、そう

いったところも勘案した上で、どうやってい

くのがいいのかということもぜひ考えていた

だきたいというふうに思います。 

 

○宮部道路整備課長 今委員の御指摘はその

とおりだろうと思っています。我々も用地を

担当する部署といいますのが、やはり事務的

な、内部的なエネルギーというのが相当今は

昔に比べればふえております。ただ、制度と

いうのはなかなか変えられていないという状

況もありますので、そこにつきましては我々

も情報を地方から発信するということで、積

極的に伝えていく中で、熊本県は熊本県のオ

リジナルの知恵を出しながら、ということで

考えていきたいというふうに思っています。 

 以上。 

 

○池田和貴委員 ぜひ頑張ってください。 

 

○山本秀久委員 ちょっとつけ加えておくか

ら。 

 さっきも申し上げたように、水俣までも今

高速行ってないわけだ。一回鹿児島の状況を

見てごらん。ちゃんと部分部分でき上がって

いるよ。10年前にできとるでしょう。だか

ら、早く来ぬと、10年前に橋脚なんかつくっ

ているけれども、困ると言っていたような状

態だ。早く鹿児島を見てごらん。ちゃんと金

の面倒くさいところは全部、いつでも来たら

ぱっとできるようにしてある。 

 そういう点で、10年ほど前からでき上がっ

とった。そういう点、連携したほうがいいん
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じゃないか。 

 

○森浩二委員長 いいですか。――ほかに。 

 

○内野幸喜委員 済みません。ちょっと話題

変わります。28ページの国際線の新規路線の

件ですね。先ほど話がありましたけれど、こ

れからポイントとなるのが週２便制度の向上

ですね、週２便制ですね。さっき話があった

ように、26日から福岡－高雄間が就航する

と。やっぱり各航空会社ともそういった週２

便制を考えながら、戦略的に新規路線を開拓

してみるというのはわかります。そうしたと

きに、熊本県としても、これから新規路線を

開拓するためには、各県と協働しながら交渉

していくというのが必要なんじゃないかなと

いうふうに思いますけれども、その点は何か

動きというのはあるんですか。 

 

○小金丸政策監 お答えします。 

 新規路線に関しましては、既存の路線に関

しましては、チャイナエアラインとか、就航

していただいた航空会社とは、常に密に協議

をさせていただいております。実は、高雄－

福岡線につきましても、いわゆる福岡と熊本

間の一番の結びつきといいますか、いわゆる

人口の流動が多いというところもございまし

て、それを協議する中で先方のほうが選択さ

れたというような状況でございます。 

 いずれにしましても、私どものほうはやは

り需要を考えたところで、熊本の、いわゆる

九州の真ん中にあるというこの利点ですけれ

ども、これは海外の航空会社が、特に近ごろ

いろんな国で気づいていただいている点につ

きましては積極的にＰＲしながら、今後とも

需要を喚起しながら路線等を考えていきたい

と、そのように考えております。 

 以上。 

 

○内野幸喜委員 私が言ったのは、例えば香

港線についても月、金ですね、残りの５日間

については、鹿児島が３便、宮崎が２便、要

するに週２便制というのはあるわけですね。

さっき言った高雄線も、福岡が26日から多分

就航すると。そうしたときに、各旅行会社が

来て、例えば各県と協働をしながらどうです

かと、そういう動きはとっているんですか。 

 

○小金丸政策監 各県とは、特に香港線につ

きましては今度週２便でできますが、実はこ

れは既存の鹿児島路線、それから宮崎路線と

別の曜日になっておりまして、この南九州３

県を合わせますと、月曜から日曜まで全て毎

日どこかの県を飛んでいる状況でございま

す。 そういったことで、南九州３県の観光

議連とか、そういった場においても、今後は

引き続き協議をしながら、それぞれの都道府

県ごとにメリットがあるような、そういった

取り組みをしてまいりたいと思っておりま

す。 

 

○内野幸喜委員 いいですか。だから、これ

から熊本単独でということではなくて、各県

とも協力しながらということがやっぱり私は

必要になってくるのかなと思います。そこは

ぜひ勉強しながらやっていただきたいなと思

います。 

 それともう一つ。タイ線ですね、タイ、熊

本－タイチャーター便という話がありました

よね。その後立ち消えになっていますけど―

―立ち消えになっているのか、交渉中なのか

わかりませんが、状況についてちょっと教え

ていただければなと思います。 

 

○小金丸政策監 タイのチャーター便につい

ては、御指摘のとおり今年度の５月の連休、

それから昨年度の５月の連休、２回ほど計画

がございましたが、全て流れております。理

由といたしましては、やはりタイにおける政

情不安、そういった部分等がございまして流
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れているところでございます。 

 ただし、まだ主催者でありますＨＩＳさん

におきましては、これは全て今後取りやめた

ということではなく、時期を見送るという話

になっておりますので、今後――県内の宿泊

者は実はタイからは１万3,000人ほどござい

ます。これはインドネシアが例えば2,000人

ぐらいでかなり多い数でございますので、そ

こはまたＨＩＳさんとも連携をとりながら、

チャーター便に移行してもらえるような、そ

ういった取り組みを進めてまいりたいと思い

ます。 

 

○森浩二委員長 いいですか。ほかに質疑

は。 

 

○小杉直委員 45ページ、一番下のほうに

「平成30年度末 熊本駅舎完成」と出とるで

すたいね。この駅舎の中に鉄道警察隊の場所

について説明受けとるですが、その後変更は

ないですか。 

 

○森鉄道高架推進室長 熊本駅の高架下の利

用につきまして、今熊本市、ＪＲと一緒に協

議のほうをやっておりまして、鉄道警察隊の

話についても、どの部分に移設をやるかとい

う形で、今協議のほうは進めておるところで

ございます。 

 

○小杉直委員 いや、私がきちんと説明受け

たつは、ちゃんと前面の角地に鉄道警察隊の

位置があって、治安上安全、安心上活動しや

すい場所を図面で示してもろうとるがな。そ

れが狂わぬならよかということばってん、あ

あたが説明聞いとっと、ちょっとあいまいな

言い方しよるな。 

 

○森鉄道高架推進室長 それを前提に協議の

ほうは進めておりますので……。 

 

○小杉直委員 そんなら安心しました。 

 ほんならもう一件。さっき藤井交通政策課

長から、るる台湾高雄との経済交流等につい

て説明がありました。ちょっと切り口を変え

て福島局長にお尋ねですが、既存のソウル線

とかあるいは台湾線、香港線、そしてまた大

型クルーズの寄港とか、場合によってはバリ

島も云々とか話がありますね。非常に経済交

流、経済効果のために、そうやって外国の観

光客を呼び寄せることが今後活発になってい

くわけですが、ああたたち、危機管理課長も

知っとんなはったけんおたくに総合的にお尋

ねするばってんか、全国的に外国人の凶悪犯

罪がふえよるですたいね。 

 最近では、熊谷でペルー人が、本当にいた

いけな子供さん含めた残忍な６人殺傷事件な

んかあったわけですが、どんどん今度は外国

人はふえるし、また県外に来た観光客も熊本

県に流入してくるというふうな見通しになる

わけですが、こういう場合に必要に応じて、

警察のほうには情報提供とかなんとかの交流

は考えてござるですかな。 

 

○福島交通政策・情報局長 今御指摘のとお

り、外国人がどんどんこれからさらにふえて

いくということでございます。治安維持とい

う観点での意味も非常に大事だと思っていま

す。 

 しかし、私、４月に参りまして、この件に

関して警察の皆様と情報交換等を行っており

ませんでした。これは正直に申し上げます。

今委員から御指摘もございましたので、今後

密に情報交換をしてまいりたいというふうに

思っています。 

 

○小杉直委員 あとは要望にかえますけど、

御存じでない方もおられるかもしれませんけ

ど、以前は天草に、中国の福建省から100人

以上の密入国事件があったですね。最近では

シリア難民を日本も受け入れるべきだという
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ふうな動きが始まってきたり、今は熊本に来

とる外国人の観光客は富裕的な人が多いでし

ょうけれども、だんだんだんだんレベルが考

えられるような人たちも、複雑な形で来る可

能性がありますので、警察のほうもそれなり

の情報収集をするでしょうけれども、行政の

ほうからも、皆さんが一生懸命頑張ってそう

いう成果を上げるわけですから、必要に応じ

て情報提供をして交流をしながら安全、安心

に取り組んで、それにも配慮していただくよ

うによろしくお願いしておきます。 

 

○森浩二委員長 いいですか。 

 

○岩下栄一委員 高雄線に関連してですけれ

ども、いろいろ経済団体の経済交流等が活発

化してきている。そういう中で、お印程度に

３番目に「青少年交流」とございますね。修

学旅行の相互の交流とかいろいろふえていく

とは思うんです。 

 ただ、私どもが２年前に高雄に行ったとき

に、えらいばかでかい大学を訪問して、そこ

の学生さんたちと若干接触はありましたが、

向こうの二十前後の若者に、熊本を含む日本

に、共感というか憧れというか、そういうも

のを持っている人たちが多いということで、

高雄あたりから留学生を熊本にどんどん呼び

込むということもひとつ考えてほしいなと。 

 熊本県の大学協会あたりを集めて、交通政

策課あたりで留学生誘致のいろいろ話し合い

を進めてもらったらどうかなというふうに思

いますね。県内大学には崇城大学や学園大学

やら、中国からは随分来ているんです。だか

ら、台湾の学生も中国にどんどん出ておりま

すので、むしろ日本に台湾の学生たちを引っ

張るということを少し考え、これを機会に、

高雄線の路線をきっかけに考えたらどうかな

と思います。 

 

○藤井交通政策課長 御意見ありがとうござ

います。委員おっしゃるとおりでございま

す。済みません、紹介の仕方も悪かったんで

すけども、やはり子供たちからの交流という

のは大変必要なことでございます。特に、今

回セミナー、きょう行われるんですが、世界

一の親日、台湾の魅力を再発見と。やっぱり

経済界もそういう意気込みでやっていただい

ています。まさに経済を支えていく人材が大

学にいるわけですから、そういった方々の交

流も含めて、そういったことがさらにビジネ

スにもつながってくるような気がいたしま

す。そういった意味からしましても、学生の

交流の御意見を受けましたので、検討してい

きたいと考えております。 

 あわせて、私どもこういったことで、委員

の皆様から意見いただくことで、さらに広が

った展開ができるものと思っておりますの

で、今後とも引き続き御意見をいただけたら

と思います。よろしくお願いいたします。 

 

○岩下栄一委員 世界一親日的な台湾という

お話が今ありましたけど、私どもが行った何

とか大学、えらいばかでかい大学の学生たち

は、親日派より親中派のほうが多かったです

ね。中国本土のほうに行きたいという学生が

非常に多かった。やっぱりこれから将来的に

中国本土のほうが、今は問題あるけど、どん

どん経済力をつけていけば、台湾から本土の

ほうに出ていく人が多いんじゃないかと思う

んです。それをつなぎとめて、日本に人材を

呼び込んでいくということは大事なことかな

と思いますので、よろしくお願いしときま

す。 

 

○森浩二委員長 返答はいいですね。ほかに

質疑は。 

 

○前田憲秀委員 都市圏交通についてちょっ

と内容をお伺いしたいと思います。 

 先ほどは、新たな取り組みとして空港の無
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料シャトルバス、またＩＣカードの市電への

利用が可能になったとあります。以前からも

都市圏交通に関しては、自動車から公共交通

機関へのシフトということで、皆さん方から

御説明があっています。 

 特に、以前からもあった38ページのパーソ

ントリップの報告では、例えば高齢者も自動

車の利用割合が多いという実態がありますで

すね。反面、高齢者には自動車免許は返上し

ていただいて、公共交通機関を利用していた

だこうという動きもある。これからずっとま

た高齢化社会が続いてくると、自動車運転も

危険、ままならない状況になれば、やっぱり

自然と公共交通機関を利用する利用率という

のは高まると思うんです。そこら辺はどうい

うふうにごらんになっていますか。 

 

○松永都市計画課長 都市計画課ですけれど

も、パーソントリップ調査を担当しておりま

す。 

 今委員御指摘の今後の高齢化社会に向けた

公共交通の利用促進については、都市交通マ

スタープランを策定しまして、大きな課題の

一つとして、高齢者社会になればどう交通手

段を構築していくかということで考えている

ところなんですけども、ただ確かに委員御指

摘のとおり、今回４回目なんですけども、こ

れまでも公共交通への利用促進というのをず

っとうたってもなかなかこれ進まない。実態

として、どんどんどんどん利用者数が減って

くる、利用者数が減ったことによってまた便

数も減らす、料金も上がると、そういう負の

スパイラルでもってどんどん衰退してきてい

るのが実態です。 

 だから、いろんな交通需要抑制政策とか転

換政策もやってはきているんですけども、な

かなかそれが効果があらわれていないという

のが実態で、そういう実態を踏まえて今考え

ていますのは、何らかそのあたりの公共交通

に関してのいろんな考え方を転換していかな

いと無理なんじゃないかということで、いろ

んなことを考えているところです。 

 具体的に言いますと、利便性が高まれば、

自動車交通と同じぐらいに利便性が高まれば

戻ってきてくださるのかな、そういうふうな

いろんなハード・ソフト面も含めて、公共交

通の利便性を高める施策を、今後のマスター

プランの中でも位置づけて、提案していきた

いなというふうに考えています。 

 ただ、なかなか、日本みたいにマイカー社

会になれた中で、公共交通への利用転換とい

うのはかなり厳しいものがあるもしれません

けれども、ただ将来を見据えた場合もそれは

必要なことですので、何とかその実現に向け

た方策を構築していきたいなと考えておると

ころです。 

 以上です。 

 

○前田憲秀委員 マスタープランに掲げる計

画非常に大事なんですけど、例えば県下全域

でも言えるんじゃないかと思うんです。例え

ば都市部、熊本市中心部へというのもあれ

ば、県下いわゆる人口が減っているところへ

の交通アクセスをどうするのか。これは今各

地域地域で、いろんな交通事業者または地域

ぐるみでそういう立ち上げも、いろんな話し

合いが上がっているような話も聞きます。な

かなか県の関与具合が乏しいという話も聞く

んです。 

 まず具体的に上がってきたら、しっかりま

た議論もさせていただきたいなと思うんです

けど、大枠のマスタープランを初めとした計

画も大事ですけども、地域でいろいろ上がっ

たこういうことをというのは、別な地域では

一切考えられないようなことも出てくるんじ

ゃないかと思うんです。 

 だから、そういったところでもしっかり耳

を傾けていただく、ある意味では今までの考

えをちょっと転換しないといけないような施

策にもなる場合も出てくるんじゃないかと思



第３回 熊本県議会 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（平成27年９月29日) 

 - 17 - 

うので、それぞれの思いでやっぱり交通アク

セスみたいな話は検討していただきたいなと

思っております。要望で……。 

 

○鎌田聡委員 関連して。パーソントリップ

調査に伴いますマスタープランは、質問でも

いつもやらせていただきまして、今年度内に

マスタープランつくるということでございま

すけど、今お話ございましたように、公共交

通の利便性をいかに高めるかというのが大き

な課題になってくると思いますけども、とは

いいながらも、都市圏交通といいますと、電

車そしてまたバスということになりまして、

一つは市電の今後の状況が――今どういう状

況なのかということが、ひとつ聞かせていた

だきたいと思いますし……。 

 あとはバス網を、バス路線の再編のかかわ

りも県も入っていらっしゃると思いますけど

も、今までがやっぱり市でやったのを民間に

路線をただ譲渡してきただけだと思いますけ

ども、これからここをいかに、パーソントリ

ップで人の動きを把握しましたから、そこに

向けてバス網を展開していくのかということ

になってくると思いますけども、その辺のち

ょっと主な見通しを聞かせていただきたいと

思います。 

 

○松永都市計画課長 まず、１点目の、都市

圏交通の基幹となる軌道系については、委員

御承知のとおり、基本的に熊本市さんのほう

が路面電車、あとはＪＲ九州、熊本電鉄さ

ん、幸いにも地方都市の中でも３つの路線が

あるということで、当然全国の中でもまれな

都市圏なもんですから、そういう既存のスト

ックをいかに生かしていくかということで考

えているところです。 

 特に、路面電車については、御承知のとお

り、熊本市さんのほうでいろんな延伸も含め

て検討されているところですので、それも踏

まえながら考えていかなくてはいけないかな

と考えています。 

 あと、バス網再編、これは企画部でもやっ

ておられますけども、確かに御指摘のように

どんどんどんどん再編が進んでいくと、民間

のほうが進んでいる状況ですけども、一方で

熊本市さんのほうでも交通基本条例であると

か、交通ビジョンを出して、路線バスの再編

については御意見のとおりです。 

 ただ、いろいろ課題もあります。採算性を

重視すれば当然収支がいい都市圏のほうを重

点にする、一方でそうなると郊外部が弱くな

るといったことで、そうなってくると、先ほ

ど前田委員も御指摘があったように、今度は

地域の交通をどうするか、いわゆるコミュニ

ティー交通と一般的にいっていますけども、

コミュニティーバスとかデマンドタクシーだ

とか、そういうふうないろんな手段との組み

合わせの中で、路線バスを構築していくネッ

トワーク、そういった方向に少しずつシフト

していく必要があるのかなというふうに考え

ています。 

 以上です。 

 

○鎌田聡委員 ほんなら、やっぱりこれまで

の軌道系とかバスに移管するものは移管して

いくことも十分必要であろうと思うし、まず

先ほど話ございましたデマンドタクシー、こ

れに県としてどう支援、かかわっていくの

か、この市町村も含めて取り組みは重要だと

思いますので、非常に採算性も含めて難しい

ような面も出てくるかと思いますけども、地

方創生の基本となると、やっぱり移動手段を

どう――ほかにもいろいろありますけども、

どうつくっていくのかということで、県の役

割は非常に重要だと思いますので、しっかり

とまた今後とも取り組みをお願いしたいと思

います。 

 

○森浩二委員長 いいですか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 
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○森浩二委員長 ほかになければ、質疑はこ

れで終了いたします。 

 次に、議題(2)閉会中の継続審査について

お諮りします。 

 本委員会に付託の調査事件につきまして

は、引き続き審査する必要があると認められ

ますので、本委員会を次期定例会まで継続す

る旨、会議規則第82条の規定に基づき、議長

に申し出ることとしてよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○森浩二委員長 異議なしと認め、そのよう

にいたします。 

 その他として何かありませんか。ほかにな

ければ、本日の委員会はこれで閉会いたしま

す。 

  午前11時８分閉会 
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